
（１）被災地の復興・再生を加速させるための協議会の協議対象技術の位置付け・範囲

技術の利活用用途（必要時期）～研究ステージ～取組官庁 により異なる位置付け・有効性

及び 科学技術関係予算の重点化対象の範囲
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研究着手から実装・実用化まで、一定の研究開発期間の確保が必要

早期復興には、実用化の目処等の見込まれる技術の活用が必要。

災害直後には、その時に使えるレベルの技術活用が必要。

災害発生時には、その時に使えるレベルの技術活用が必要。

１．技術の利用活用の用途・時期により、
対象となる技術の 研究ステージに差異あり。
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２．対象となる技術の研究ステージと取組省庁により、
科学技術関係予算とそれ以外の割合は変化
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・ 仕組み見直しの対象
・ 「ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ｣による
予算の重点化の対象外

行政施策、事業実施予算

「アクションプラン」によって行った
予算の重点化の対象範囲

科学技術関係の予算

１．今後の科学技術政策におけるアクションプランの考え方について



2
応用研究 実証研究 実装化

① 技術の研究ステージが基礎研究にある初期段階は、取組推進に占める「研究開発」その
ものの役割の割合が高い。

② 技術の研究ステージが進捗し、社会への実装化が近づくと、行政施策（社会実装を促進

する方策等）の割合が高まる。
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基礎研究

（２）技術の研究ステージと科学技術関係予算の割合の変化（イメージ）
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（３）アクションプランにおける「重点的取組」と、その構成施策の誘導の姿

① アクションプランの「重点的取組」には、取組名と、その趣旨（行動シナリオ）を記載。
② 「重点的取組」の趣旨（行動シナリオ）では、「研究開発」の施策だけでなく、「研究開発」

成果の早期活用あるいは着実な社会実装につなげる方策や、実装により社会にもたらさ
れる効果指標等にも言及。

（ａ） 「重点的取組」の実効性向上のため、「重点的取組」毎の趣旨（行動シナリオ）に沿った
施策の構成を誘導。（施策誘導）

（ｂ） 科学技術関係予算による施策については、予算重点化の対象に。（予算重点化）
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「研究開発」施策

「研究開発」施策
「研究開発」周辺施策（技術基準、
ガイドライン策定等）

・
・

行政施策（社会実装を促進する方策等）

法制見直し（規制緩和等）
事業（補助金、施設整備等）
人材育成、等

・
・

（ａ） 開発成果を推進

すると共に、「早期
活用や、着実な社
会実装」につなげる
ための施策を誘導

「重点的取組」の構成施策

アクションプランとして、目指すべき社会の姿、政策課題、「重点的取組」とその行動シナリオを決定

「重点的取組」の行動シナリオに沿って、総合科学技術会議と各省が協力して施策を構成
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